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経営ビジョン

お客様満足度の向上 / 利益ある成長・発展

弊社は，さまざまなメーカーの電子部品を取り扱い，商社機能とメーカー機能を兼ね備える技術商社です．お客様の

ニーズに応じた最適な技術シーズを提供し，多様な提案を通じて，事業成功のお手伝いをさせて頂きます．

「徳のある商人」であることを企業理念に掲げ，創業から60周年を迎えます．これからも変わらぬ価値を提供し続け，

絶えず成長と発展を探求してまいります．引き続き，皆様のご支援を賜りますようお願い申し上げます．

我々はお客様を愛し愛される

徳のある商人を目指し

世界の文化文明の発展に貢献する

サンシングループ 経営理念

代表挨拶

代表取締役社長 石井 宏宗



～「徳のある商人」を育成するために～

自身の経営貢献

• 経営理念から個人目標まで体系的に展開し、自身の企業貢献
を明確化

• 自発的にチャレンジしやすい環境

経営参画

• 若手メンバーで中期経営計画作成プロジェクトを行い、新
規事業や社会貢献をアイデア＆ドリーム

• 週次/月次ミーティングで経営状況や方針の情報共有

キャリア

• 年齢・性別関係なく役職に抜擢さ
れ、キャリアを構築できる仕組み

• EIGYO育成プログラムによる一人
一人の細やかな成長支援

知識・資格・学び

• 社内大学「サンシン大学」：経
営・法務・営業・技術・品質管
理・WEBマーケ・生成AI・語学・
健康などの講座をリアル/オンライ
ンで開講（就業時間内、会社負
担）

• 資格取得支援（簿記・TOEIC・ビ
ジ法・QC検定・MBA/MOTなど）

• 工場見学、企業見学、研修会、
YAMINABE会

働く環境

• 社員の働く環境の整備
①育児休業中の給与補助
②育児短時間勤務中も給与維持
③こども手当
④介護にあたる社員への柔軟なサポート
⑤在宅勤務・テレワーク対応
⑥扶養家族のいる社員への人事評価加点
⑦勤務間インターバル制度
⑧時間単位の有給休暇取得制度
⑨メンタルヘルスの一環としてオンライ
ン相談フォーム設置（匿名可）

• 「健康優良企業」「健康経営優良法人」
等、外部認証の取得

• 副業兼業可能

ネットワーク

• 新入社員へのメンターによるサポート

• 入社後研修で東京・関西などの社員との
フラットな業務交流

• 社内交流会、懇親会の開催

徳のある

商人

経営参画

働く環境

＆仲間
成長機会



TOP MESSAGE

最近外出した際に湖やダムの周辺を通るとこの冬の水不足の懸念が頭をよぎります。昨年から続く異常少雨と降雪量

の減少によりダム貯水率が低下し、関東・中部などで渇水懸念が強まっていることが背景にあります。猛暑と少雨の影

響で地下水や河川流量の回復が遅れ、春以降の農業用水や工業用水への影響が顕在化しています。

今年の夏以降も高温傾向や降水の地域偏在が予測され、水需給の逼迫や取水制限の可能性があります。

我々は、節水の徹底、冷却水や工程水の再利用拡大、拠点ごとの水リスク評価とBCP強化、サプライチェーンを含めた

使用量の可視化を進め、安定操業に向けた中長期的な水資源対策を講じることも考えていくことが必要だと思います。

サンシン電気株式会社
取締役 河原 崇



グループ社員による今月のつぶやき

花粉症の方にはつい来季節がやってまいりました。私もくしゃみ・鼻水・鼻詰まりが気に
なる今日この頃です。今年は残念なことに昨年比118％、平年比128％の飛散量だそうで、
花粉症は集中力低下や作業効率の低下を引き起こし、花粉シーズン中は1人あたり約8営業
日分の生産性損失が発生するという試算もあるようです。ミスが増える可能性もあります
ので、この時期は特に業務の「質」を意識しています。（Y.Y.）

SANSHIN East SANSHIN West

SHINKOWA

CSI

暖冬といわれる一方で、寒気の影響により日本海側では積雪が4ｍを超える地域もありました。
海水温上昇に伴う水蒸気量の増加が豪雪を助長する可能性も指摘されており、気候変動の影響
は複雑化していますが、平均気温は上昇傾向にあるため、将来的には降雪日数の減少も予測さ
れています。季節の在り方が変わりつつある中で、持続可能な社会への取り組みが一層重要に
なると感じております。（F.H.）

近年は暖冬であったのか、今年の千葉工場近辺は非常に厳しい寒さになっています。最低
気温は－5～6℃の日もあり水道配管の凍結がありました。暑さ寒さも彼岸までと言います
が、早く暖かくなってほしいところですが、暖かくなると今度は花粉が飛散しますので、
これもまた厄介な環境ですね、インフルエンザ予防・花粉症の対策を忘れずにしましょう。
（M.N.）

SC2

SANSHIN Hong Kong

The Environmental Protection Department now has "Smart Kitchen Waste Dispensers" installed in 

over 100 public housing estates across Hong Kong , it is more easy for everyone to collect their 

Kitchen waste.  You can also accumulate Green Rewards points and redeem them for daily 

necessities or food items. Combined with technological advancements, government provide 

convenient methods to gradually make citizens adopt these activities to increase the 
environmental awareness.（C.Y.）

【エコシステム】「エコシステム」は生物学の「生態系」から来ており、生物が競争・共生しながら共進化す
る仕組みを指します。1993年、ジェームズ・ムーアがこれをビジネスに応用し、ハーバード・ビジネス・レ
ビューで提唱。企業・パートナー・顧客・サプライヤーが相互に依存・協力しながら価値を生み、全体として
進化する「経済圏」として定着しました。
現代のプラットフォームビジネスでは、まさにこのエコシステムが成長の鍵。周囲との共創を意識し、有機的
なエコシステムを築いていきましょう。（M.I.）

バナナキュー。やはりフィリピンといえばバナナ。特徴は短く太い「サババナナ」
を使用します。皮をむき、３個程串に通して、素揚げし、ブラウンシュガーをかけ、
再び揚げた一般的なスイーツです。私もよく食べます。（K.S.）



ESG Report （品質）



サンシングループの品質方針

サンシングループは、品質マネジメント・システムの効率的な運用により、お客様の
満足にかなう企業活動を行い、社会へ貢献していくために、以下の品質方針を策定して
います。

1. 企業活動において、いかなる場合も品質マネジメント・システムを遵守し、お客様
に信頼される品質の提供に努めて参ります。

2. 企業活動に係る法規制およびその他の要求事項に関して、コンプライアンスの遵守
を通して品質の向上に努めて参ります。

3. 品質マネジメント・システムは、定期的な内部監査及びマネジメント・レビューを
行い、実態業務に沿った具体的な是正と改善を図って参ります。
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ESG Report （環境）



サンシングループの環境方針

サンシングループは、環境の保全と向上に関する企業活動を重要なCSRと認識し、継続企業の責務として、将来に渡り環境の保全と
向上に貢献していくために、以下の環境方針を策定しています。

1. 企業活動において、いかなる場合も環境マネジメント・マニュアルを遵守し、お客様に信頼される継続企業として、環境保全と向
上に努めて参ります。

2. 「紙・ごみ・電気」の低減を定量的に徹底管理し、地球環境の汚染予防をはかって参ります。

3. 独自性のあるイノベーション活動を通して、地球環境の汚染防止をはかって参ります。

4. 「安全・安心・快適」な職場環境を追求し、すべての社員が健康的に働くことのできる環境を実現して参ります。

5. 企業活動に係る法規制およびその他の要求事項に関して、コンプライアンスの遵守を通して環境の保全と向上に努めて参ります。

6. 環境マネジメント・システムは、定期的な内部監査およびマネジメント・レビューを行い、実態業務に沿った具体的な是正と改善
をはかって参ります。

7. 環境放出化学物質の管理環境中に放出されると害を及ぼすと特定された化学物質については、使用量の削減や、より有害性の低い
物質への代替、漏洩の防止などにつとめてまいります。

8. 製品に含まれる有害物質を特定し，「RoHS」等の法規制および「JAMPガイドライン」などの業界と顧客の環境基準に照らして，
非含有およびそのための管理体制を遵守します。また、サプライチェーン上流の取引先にもこれらの基準を周知徹底し、遵守の要
請を行ってまいります。



TOPICS

 見ただけで、世界とつながる

今号の表紙に並ぶ、流れるような線のアスリートたち。これは ミラノ・コルティナ冬季オリンピック の競技ピクトグラムです。
最小限の要素で、動きと緊張感を描き出しています。

-説明は不要
-見れば、分かる

この「説明しなくても伝わる」デザインは、実は日本から世界へ広がりました。ピクトグラムが国際的に体系化される契機と
なったのは、東京オリンピック です。しかし、オリンピックはあくまできっかけ。本質は、「世界共通の視覚言語」を生み出し
たことにあります。

 原点：1964年東京大会のピクトグラム

1964年、アジア初のオリンピック開催。世界中から訪れる人々に、言葉に頼らず情報を伝える必要がありました。
そこで誕生したのが、体系的に設計された競技ピクトグラムです。

■ 1964年デザインの特徴
-比較的写実的な人体シルエット
-黒ベタを活かした力強い造形
-競技の“型”を明確に表現
-印刷媒体を前提とした設計

→まだ国際的な統一基準はなく、ほぼゼロからの設計でした。この成功が、その後の大会
に受け継がれ、ピクトグラムは「標準装備」へと 変わっていきます。



TOPICS

 現在のデザインとの比較

表紙にある現在のピクトグラムと、1964年版。両者には明確な進化が見られます。

■ デザイン比較

-観点 1964年 東京 現在

-表現 写実寄り 抽象・幾何学的
-線 面（黒ベタ）中心 線中心・ミニマル
-設計 デザイナーの造形力 グリッド・システム設計
-媒体 印刷物 デジタル・アニメーション対応
-拡張性 限定的 モーション展開可能

近年では、東京オリンピック においてアニメーションピクトグラムが登場し、“動く視覚言語”へと発展しました。
1964年が「誕生」なら、現在は「体系化と進化」の段階と言えます。



TOPICS

 世界標準へ ― なぜ広がったのか

ピクトグラムは、オリンピックだけにとどまりません。
空港、鉄道、病院、公共施設、防災表示。国際空港で見かけるトイレや非常口のマークも、その思想を受け継いでいます。
現在では、ISO（国際標準化機構）により公共情報シンボルの標準化が進められ、多くのピクトグラムが国際規格として整備されて
います。つまり、日本で体系化された視覚言語は、世界のインフラの一部になったのです。

ピクトグラムの本質は、「美しさ」と「機能性」の両立。削ぎ落とすことで伝える。誰にでも分かる形に整える。

それは、私たちの仕事にも通じます。表紙のシンプルな線は、60年前の東京から続く、“伝えるためのデザイン”の進化形なのです。



サンシングループ環境経営への歩み



1. 環境経営の基本マインド

＊サンシングループ経営理念
 私たちは お客様を愛し お客様から愛される
 徳のある商人を目指す：世界の文化・文明発展のために

徳のある商人

文化：環境 環境保全活動 コスト削減

文明：技術 開発技術活動 イノベーション

出所：石井宏宗[2022]『サンシングループ環境経営の歩み：コスト削減とイノベーション』、3ページ。



2. 環境への取り組み

2002年から現在までの経緯

環境経営推移

～2002年 取り組みゼロ 専門商社

2002年～ 品質MS・環境MS メーカー・海外

2004年～ 環境経営・CSR活動 グループ化

2014年～ 健康経営 ESG

2020年～ CSV経営 SDGs

出所：石井宏宗[2022]『サンシングループ環境経営の歩み：コスト削減とイノベーション』、5ページ。



2. 環境への取り組み

環境対応はコスト増の要因であり取り組む必要はないという認識.

専門商社から海外商社，メーカーへと展開するなかで環境MSを整備．

グループ企業体の発足に伴い経営理念を創設．CSRを能動的に展開．

健康経営を標ぼう，以後，東京都認定.

CSV経営を宣言，ESGとSDGsを重視．

～2002年

2002年～

2004年～

2014年～

2020年～

出所：石井宏宗[2022]『サンシングループ環境経営の歩み：コスト削減とイノベーション』、6ページ。



3. コスト削減実績

• 紙/ゴミ/電気，三種の神器，徹底削減の継続

• テレワークによる電気/交通費削減

• 環境MS監査費用は増加（リアルコスト）

• 環境活動時間は増加（バーチャルコスト）

• コスト削減費用と増加費用の差額をマネジメント

⇒グループで年間約4,000万円※のコスト削減を実現！
※2004年度対比

出所：石井宏宗[2022]『サンシングループ環境経営の歩み：コスト削減とイノベーション』、14ページ。



4. イノベーション事例

・環境保全の開発技術ビジネス

開発技術

省エネ半導体 間欠発振・低電圧

白物家電 インバーター回路

照明 LED電源回路

CSV経営
球状トランス 部品削減効果

２相リンクトランス 部品削減効果

出所：石井宏宗[2022]『サンシングループ環境経営の歩み：コスト削減とイノベーション』、15ページ。



4. イノベーション事例

専門商社として拡販

白物家電向けインバーター回路の設計

LED照明用の回路設計および電源製造

環境保全を鑑みた電子部品を自主開発

環境とイノベーションを結び付けた技術開発

CSV経営 モノ×コト＝価値創造

省エネ半導体

白物家電

照明

CSV経営

出所：石井宏宗[2022]『サンシングループ環境経営の歩み：コスト削減とイノベーション』、18ページ。



5. Scopeの対応

• Scope 1：該当なし
• Scope 2：電気排出量のみ（J/C/P合計）

『ESGレポート』掲載
• Scope 3：該当事項のみ集計

4：輸送配送
5：廃棄物
6：出張交通費（旅費除く）
7：従業員交通費

出所：石井宏宗[2022]『サンシングループ環境経営の歩み：コスト削減とイノベーション』、23ページ。



6. まとめ

・ほとんどのSME他社が取り組んでいない項目だからこそ
「進取の精神」で取り組みます！

・事業活動の中で可能な小さいことからコツコツ継続します！

・環境保全活動はコスト削減とイノベーションのきっかけに
なります！

・サンシングループはこれからもサスティナブル企業として
サスティナブルな社会のために環境保全活動に取り組みます！



SSGサプライチェーン排出量
サンシングループではサプライチェーン排出量前年比▲5％に取組んでいます

Scope 1：該当なし

Scope 2（他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出） Scope 3（事業者の活動に関連する他社の排出）







ESG Report （地域貢献とワーク・ライフ・バランス）



今月のTOPICS

「サンシングループ経営事業報告会2026」が開催されました！

2026年2月12日、毎年恒例となるサンシングループ経営事業報告会を開催しました。
当日はLIVE配信を通じて、国内外のサンシングループ各拠点から多くの社員が参加し、グ
ループ全体で情報を共有しました。
報告会では、各社の経営分析結果や主要プロジェクトの進捗状況についての報告が行われ
るとともに、中期経営戦略の振り返りおよび今後の重点施策について共有されました。
また、この一年で新たに加わった仲間の紹介や社員表彰も行われ、グループの広がりと成
長を改めて実感する機会となりました。

私たちは、持続的な成長と企業価値の向上を目指し、会社や国の枠を越えて連携を強化し
てまいります。一人ひとりがサンシングループの一員として主体的に行動し、互いの力を
結集することで、さらなる飛躍へと挑戦していきます。お客様のお役に立つため、今後も
グループ一丸となり、新たな価値の創出に取り組んでまいります。



地域貢献活動

➢ 地域雇用の促進

➢ 地域清掃の実施（1月参加人数：延べ4名）

➢ ハンディキャップのある方々の自立を目指すお弁当宅配センターから会議用お
弁当を購入

➢ インターンシップ実習生の受け入れ（日本、中国、マレーシア）

➢ 近隣の小学校へ新聞を寄贈

➢ 企業メセナとして日本のワインや日本酒を購入

➢ 飼い主のプロを育てる「ドッグライフアカデミー」を創設
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